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旧南洋群島における日本委任統治時代の官舎・社宅に関する研究

主査辻原万規彦*1
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本研究では,まず,第二次世界大戦の終戦前の約30年間に亘って日本の統治下にあった旧南洋群島で,当時,日本人が建設した官

舎と社宅の実態を,日本国内と米国で所蔵されている図面類と現地調査の結果を用いて,明らかにしようとした。次いで,同時代の旧

植民地諸地域を含む日本国内の官舎や社宅に関する先行研究を網羅して比較することによって,南洋群島における官舎や社宅の特質を

考察し,日本の住宅供給の歴史的な経緯の中での位置付けを行おうとした。その結果,熱帯性の気候に対処するための工夫を中心に,

他の旧植民地諸地域を含む日本国内の官舎や社宅では見られない特質を指摘することができた。
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1.はじめに

本研究は,第二次世界大戦の終戦前に,日本の統治下

にあった旧南洋群島において,当時,日本人が建設した

官舎と社宅の実態を明らかにし,同時代の旧植民地諸地

域を含む日本国内の官舎や社宅と比較することによって,

その特質を考察し,日本の住宅供給の歴史的な経緯の中

での位置付けを行おうとするものである。

第二次世界大戦の終戦までの約30年間に亘って,日

本の統治下にあった南洋群島では,数多くの日本人が生

活していた。しかし,現代の日本では,サイパンやパラ

オなどはリゾートの地と認識されるばかりで,他の旧植

民地諸地域に比べても,南洋群島における当時の日本人

の活動については明らかになっていない部分が多い。そ

の中でも,特に生活を営む上で必要不可欠な建築活動に

っいての研究は非常に少ないのが現状である。また,現

地の研究者らの間でも,当時の建築物の歴史的価値その

ものについては認識されているものの,現状では,それ

それの建築物の詳細や歴史的な位置付けを明らかにでき

ているとは言い難い状況である。

ところで,一方,地球環境問題の解決が急務となって

いる今日,建築分野においては,できるだけパッシブな

室内環境調整手法を用いた環境共生型の建築への取り組

みによって,その解決に大きく寄与できると考えられる。

その際に,現在のように機械的な室内環境調整手法が発

達していないにもかかわらず,できるだけ日本本土から

持ち込んだ生活習慣にあわせるように,年間を通して高

温多湿な厳しい自然環境を緩和しようとして生活してい

た当時の南洋群島における日本人の生活スタイルには,

学ぶべき点が多いと考えられる。このような背景の基で,

本研究では,公共建築物や軍事施設ではなく,生活と密

着した官舎や社宅に注目した。

なお本稿では,引用などは可能な限り現代仮名遣いと

常用漢字に改めた。また,当時の表現,用語もしくは呼

称などは,そのまま用いた。
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2.南洋群島の概要1)・2)

大正3(1914)年,第一次世界大戦中に,日本がドイ

ツ領ミクロネシアを占領し,この時からミクロネシアは

日本の影響下に置かれることになった。大正9(1920)

年には,国際連盟からミクロネシアに対する日本の委任

統治が認められ,「南洋群島」を統治することになった。

「南洋群島」は,現在のパラオ共和国(Republicof

Palau),北マリアナ諸島(Commonwealthofthe

NorthemMarianaIslands,サイパン島,テニアン島,ロ

タ島などを含む),ミクロネシア連邦(FederatedStates

ofMicronesia,ポーンペイ(ポナペ)州,コスラエ(ク

サイ)州,チューク(トラック)州,ヤップ州を含む)

ならびにマーシャル諸島共和国(RepublicofMarshall

Islands,マジュロ環礁,クワジェリン環礁,ヤルート環

礁を含む)を含む地域であった(図2-1)。大正11

(1922)年には,軍政時代の臨時南洋群島防備隊を廃し,

南洋群島を統治する行政機関として南洋庁を設置し,そ

の本庁をパラオに,支庁をサイパン,ヤップ,パラオ,

トラック,ポナペならびにヤルートに置いた。昭和8

(1933)年に,日本が国際連盟脱退を通告した後も,目

本による統治が続き,昭和14(1939)年には群島内の

全人口13万人弱のうち8万人弱の日本人が生活してい

た。第二次世界大戦中は激戦地となったところも多かっ

たが,昭和20(1945)年の終戦に伴い米軍による占領

が始まった。昭和22(1947)年からは「太平洋諸島国

連信託統治領」としてアメリカ合衆国による支配が始ま

った。その後,1970年代から90年代にかけて,紆余曲

折を経て,信託統治が終了し,現在の4地域の政治的主

体が確立した。

南洋群島は,北緯0度から22度,東経130度から

175度に位置し,623の島からなり,面積は2,149km2で

あった。各地共に,月平均気温はおおよそ26℃から

28℃であり,海洋性の熱帯性気候または亜熱帯性気候を

呈している。なお,南洋群島内の一部の地域では,発生

直後の台風により,甚大な被害を受けることもある。

図2-1南洋群島全図3)

3.官舎と社宅に関する既往研究

3.1官舎に関する既往研究

官舎に関する既往の研究には,全てを網羅してはいな

いものの,例えば次のようなものがある。ただし,本研

究で取り上げる南洋群島に日本が影響を及ぼしていた時

期に対応させて,大正期から昭和戦前期を対象とした研

究を取り上げた。また主として,奏任官と判任官泊)も

しくはそれ以下の地位の官吏向けの官舎に関する研究を

取り上げ,各種大臣官舎や各種長官官舎などのように,

大規模な官舎を扱った研究は除いた。南洋群島内では,

第二次世界大戦中にトラック諸島などに駐在していた軍

関係者を除けば親任官は置かれておらず,勅任官は南洋

庁長官のみであったからである。これらの文献は文献リ

ストの末尾に「官1)」などとして,別にまとめた。

まず,近年の官舎に関する研究の動向に関しては,崎

山らの論文甜)に詳しい。

次に,旧植民地諸地域における官舎に関する研究には,

樺太を対象とした井潤らの研究官2)と角らの研究一";3)・官

i),朝鮮を対象とした李の研究{[5),趙らの研究Eti6)な

らびに力丸らの研究削,「満州」を対象とした西澤の

研究官8),台湾を対象とした郭らの研究eg)1:f1°),青木

の研究官m・官12)ならびに揚の研究lftl3),などがある。

一方,日本本土における社宅に関する研究には,西山

の研究帥)をはじめ,次のような研究がある。海軍を対

象とした崎山らの研究官15)と砂本の研究"116>,陸軍を対

象とした崎山らの研究官17),大学を対象とした池上らの

研究飴8)・-a'19),角田らの研究'tes20)ならびに加藤らの研

究鶴D,鉄道省もしくは国鉄を対象とした崎山らの研究

tA-2L)),川崎らの研究"s'23)ならびに国鉄の建築図書編集委

員会による文献樫D,国立天文台を対象とした久保らの

研究匿才25),官営八幡製鉄所を対象とした土居の研究留6)

と中井らの研究官27),などである。

3.2社宅に関する既往研究

社宅もしくは社宅街に関する既往の研究には,全てを

網羅してはいないものの,例えば次のようなものがある。

ただし,官舎と同様に大正期から昭和戦前期を対象とし

た研究を取り上げた。また,実業家や資本家の邸宅など

に関する研究は除いた。なお,これらの文献は文献リス

トの末尾に「社1)」などとして,別にまとめた。

旧植民地諸地域における社宅に関する研究には,樺太

における王子製紙を対象とした角らの研究1ロ),朝鮮に

おける朝鮮銀行を対象とした冨井の研究社2),「満州」

における南満州鉄道を対象とした西澤の研究社3),台湾

における台湾製糖ほかの製糖会社を対象とした郭の研究

桐),などがある。

一方,日本本土における社宅に関する研究には,西山

の研究禍)をはじめ,以下のような研究がある。なお,
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〔〕内は論文などの筆者を,[]内は社宅を建設した企

業の主な業種を示す。

1)北海道おける社宅に関する既往研究

北海道における炭鉱住宅全般〔駒木〕[鉱業]社6)一一Th

l3>。北海道における幾つかの企業の社宅街〔恒岡ら〕

[製紙業,製鉄業ほか]1±]4)。王子製紙苫小牧工場の社

宅〔内山〕[製紙業]祉15)。空知地方の住友系石炭鉱業

の社宅街〔牧野ら〕[鉱業系]枷6)。函館ドックの社宅

〔小菅ら〕[造船業]社17)。室蘭市における社宅街〔池

上ら〕[鉱業,造船業]祖8),など。

2)東北地方における社宅に関する既往研究

新日鉄釜石製鉄所の社宅街〔角ら〕[製鉄業]社19)。

藤田組小坂鉱山の社宅街〔崎山ら〕[鉱業]社2°)。三菱

鉱業細倉鉱山の社宅街〔二瓶ら〕[鉱業]社21),など。

3)関東地方における社宅に関する既往研究

日立製作所日立事業所の社宅街〔中野ら〕[重工業]

社22),など。

4)近畿地方における社宅に関する既往研究

群是製糸の本社と分工場の社宅〔山田ら〕[紡績業]

社23)一社26)。鐘ヶ淵紡績兵庫工場の社宅〔丸山ら〕[紡

績業]社27),など。

5)中国・四国地方における社宅に関する既往研究

住友別子銅山の社宅街〔砂本〕[鉱業]社28)。三菱鉱

業直島製錬所の社宅街〔角ら〕[鉱業]社29)。倉敷紡績

の社宅街〔小林ら〕[紡績業]キ土3°}・lt31),など。

6)九州地方における社宅に関する既往研究

九州を中心とした全国の炭鉱住宅全般〔本田ら〕[鉱

業]社32)・社33)。九州における三井鉱山,明治鉱業なら

びに古河鉱業の社宅〔宮里ら〕[鉱業]社34)・+±35)。筑

豊の様々な炭鉱住宅〔安武,柴田ら〕[鉱業]社36)'社

45)。三井鉱山の社宅〔松岡ら〕[鉱業コ1±46)。三菱鉱

業飯塚炭鉱の社宅〔松岡ら〕[鉱業]社47)。住友石炭鉱

業忠隈鉱業所の社宅〔藤田ら〕[鉱業]社18)。三井三池

鉱業所の社宅〔日隈ら〕[鉱業]T±49)。三菱方城炭坑の

社宅〔長川ら〕[鉱業]社5°)T社51)。日本セメント八代

工場の社宅〔興椙ら〕[窯業]社52)一社54),など。

4.アジア会館アジア・太平洋資料室所蔵の図面

これまでの調査で,アジア会館アジア・太平洋資料室

に南洋群島の建築物に関する図面が所蔵されていること

が判明している(表4-1,図4-1)。表4-1に示した

図面のうち,図面中に「南洋群島」と明記され,南洋群

島に関係する図面であると直ちに判断できる図面は,図

面1-'-9のみであった。しかし,他の図面も次の理由に

より,南洋群島に関係する図面であると考えられる。

①アジア・太平洋資料室に所蔵された経緯が次のようで

あること。同資料室の山口洋見室長は,これまでに南

洋群島に関する資料を数多く収集し,これらの資料群

は「山ロコレクション」とも呼ばれているD。表4-

1の青焼きの図面は,ひとまとめにしてあったものを,

山口室長自身で購入した,とのことである。

②図面11中の平面図は,図面1中にある平面図と一致

すること。

③図面10と12の筆跡は,図面11の筆跡と同じものと

考えられること。

④図面16の図面は,図面4-9中に描かれた「丙号官

舎」と記述のある平面図と一致すること。

⑤図面13-15の筆跡は,図面16の筆跡と同じものと考

えられること。

⑥図面17中に描かれた応接室は,サイパン・チャラン

カノアとテニアン・サンホセに残る旧南洋興発株式会

社の高級社員用社宅の遺構(図6-・1)とほぼ同じも

のであること。

⑦図面20の筆跡は,図面17の筆跡と同じものと考えら

れること。

⑧図面21の図面には,図面20の図面と同一の個所が複

数見られること。

⑨図面18,図面19ならびに図面22の筆跡は,図面21

の筆跡と同じものと考えられること。

したがって,図面10-・16は南洋庁の官舎の図面であ

り,図面17・一一22は南洋興発の社宅注2)の図面であると

考えられる。以下,表4-1中の図面13の「官舎甲号

型」を「甲号官舎」,図面20の「甲現二戸建」を「現

業員社宅甲号」などと称する。

これらの図面は,基本的にはメートル単位で描かれて

いる。図面3--8では,南洋群島の主要な島ごとに(支

庁ごとに),「太陽高度及方位角之図」,「建築物ノ時

間的直射日光投入図(日ノ出及日没角度)」ならびに

「直射日光投射図」が描かれており,熱帯付近の気候に

配慮して,官舎を設計していたことが伺える。また,巡

査駐在所にっいては,図面11に,「駐在所ハナルベク

乙号型トシテ特二地方ノ状況及予算ノ都合ヲ考慮シ差支

ナキ場合二限リ甲号型ヲ採用スルモノトス」と明記され

ており,乙号型が事実上の標準であったことがわかる。

なお,南洋興発株式会社(以下,「南興」と称する)

は,サイパンをはじめ南洋群島内での製糖業を主な事業

として,松江春次の主導の基に,大正10(1921)年に

設立された5)。後に,サイパン,テニアン,ロタに製

糖工場(ロタは後に操業を停止し,酒精工場に転換)を

持っだけではなく,ポナペの酒精工場,ロタやペリリュ

ーの燐鉱工場も持ち,傍系会社も含め「南興コンツェル

ン」6)と言われるまでになった。戦前期には群島内最大

の企業であり,同社が納める出港税が南洋庁の歳入の大

半を占めることもあったほどである5)。しかし,終戦

に伴い,昭和20(1945)年には閉鎖機関に指定され,

清算が進められた。
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表4-1アジア・太平洋資料室所蔵図面一覧

       番号タイトル課長審奎設計製図写図日付
       1南洋庁巡査駐在所標準型設計図乙号型田吹山下仲摩仲摩昭和14年4月

       2南洋庁小学校裁縫室並二付属家標準型平面図田吹山下山ロ仲摩昭和14年11月
       3南洋群島の建築附図各島方位探求参考図パラ才墨田吹山口山口講邊昭和15年3月
       4南洋群島の建築附図各島方位探求参考図サイパン島田吹山口山口講邊昭和15年3月

       5爾洋群島の建築附図各島方位探求参考図ヤップ島田吹山ロ山口溝邊昭和15年3月
       6南洋群島の嬢築附図各島方位探求参考図トラック馬田吹山ロ山口溝邊昭和15年3月
       7南洋群島の趣築附図各島方位探求参考図ボナベ島田吹山口山口溝邊昭和15年3月
       8南洋群島の建築附図各島方位探求参考図ヤルート島田吹山ロ山口溝邊昭和15年3月
       9南洋群島小学校公学校木造平麗建校舎建築規準一胃一一一

       10巡査駐在所甲暑型罷一一,一

       11巡査駐在所乙号型一一一一F

       12巡警宿舎一一一一一

       13官舎甲号型幽一一■一

       14官舎乙一号型一■一一,

       15宵舎乙二号型胴『叩一一

       16窟舎丙号型一一一一一

       17甲号社宅一戸建設計図一一一一一

       18乙号主任級二芦建袖宅設計図一幽一閣一

       19丙号二戸建社宅設計図一一■一一

       20甲現二戸建設計図一一一一凹

       2現葉員社宅乙二戸建設計図一閣胃,}

       22人夫宿舎四戸建設計図『一一一一

5.アメリカ議会図書館所蔵の図面

5.1資料の概要

今回,アメリカ議会図書館アジア部門日本語蔵書

(JapaneseCollections,AsianI)ivision,Libraryof

Congress)に含まれる『南洋庁東部支庁関係書類』(ラ
ベル番号:MLCMJ2000/00810)と題する資料綴りの中

に収められている南洋群島トラック諸島における建築物

に関する一連の図面の詳細を明らかにすることができた
ilil,1～1・1)

【)

この資料綴りの目次は,以下の通りである。

第一行政庁及市民建造物

第二民間側小舟艇調

第三給水二就テ

第四民間側可能舟艇数

「第一行政庁及市民建造物」のみには,さらに陸軍

の用箋を用いて「N.一般施設行政庁及市民建造物

南洋庁東部支庁」と書かれた仕切りがあり,これ以降に,

地図1枚を含む26枚の資料が綴り込まれている(図5

--1中の表を参照)。これらの資料群は,内容からさら

に3種類に分けることができる。①トラック諸島夏島に

おける建築物の図面類,②「南洋拓殖株式会社夏島事業

所社有舎宅設計図」一式,③その他の建築物の図面類,

である。いずれの図面も,表4-1や図4--1の図面ほど

詳細に描かれたものではないが,官舎や舎宅(社宅)の

みならず南洋群島における建築物の全容を知る上でも非

常に貴重な資料であると考えられる。

なお,この資料綴りは,以下のような理由から,終戦

直後に,現状を把握するために作成されたと推定される。

①「南洋庁東部支庁」名義で書かれた「民間側小舟艇

調」では,「1945.8.15現在」と「1945.12.13現在」

の舟艇数が記載されていること。

②「脇石鹸工場」の図面中の位置図には,「コブラ倉庫

跡」や「製油工場跡」の文字が見え,空襲で倉庫や工

場が焼失した戦後に調査されて作成された図面と考え

られること。
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図面13甲号宮舎 図面14乙一号官舎 図面15乙二号官舎

図面16丙号官舎 図面11乙号巡査駐在所 図面17甲号官舎

図4-1アジア・太平洋資料室所蔵の図面(一部)
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5.2トラック諸島夏島における建築物の図面類

「トラック諸島夏島における建築物の図面類」には,

地図1枚,図面など11枚が含まれている(図5-1中の

表を参照)。

南洋庁東部支庁は,第二次世界大戦中の行政簡素化に

伴い,昭和18(1943)年11Aに,従来のトラック,ポ

ナペ,ヤルートの各支庁を統合して設置された了)。東

部支庁舎は,従前のトラック支庁舎と同じく,トラック

諸島夏島に置かれた。なお,トラック諸島夏島には,第

一次世界大戦中に,ドイツ領であったミクロネシアを占

領した後,臨時海軍防備隊司令部が置かれた])。また,

第二次世界大戦中には,連合艦隊司令部や第四艦隊司令

部が置かれるなど,海軍の根拠地であった。

「東部支庁官舎3,4,5号」(図5-1)の構1造は

「外部無筋コンクリート内部木造平屋建」と記されて

いる。無筋とはいえ,この時期の官舎でコンクリート造

であったのは,後述のように珍しい例と考えられる注5)。

「東部支庁官舎6,7号」(図5-1)は,二戸建官

舎であり,一戸分の建坪は,丙号官舎(表4-1の図面

ユ6)よりもさらに小さく,これまでに図面が確認できて

いる官舎の中では最も規模の小さい官舎である。

「東部支庁官舎8号」は,大きな一部屋のみであり,

集会所などであった可能性が高い。また,「東部支庁官

舎9号」(図5-1)は,建坪数が同程度の乙一号官舎

(表4-1の図面14)の居室配置とは大きく異なる。風

呂や台所もなく,標準型の官舎ではない可能性,すなわ

ち借り上げ官舎などである可能性も高い。「東部支庁官

舎10号」(図5-1)は,建坪17.6坪にもかかわらず

応接室を持っ。3.1で整理した既往研究では,応接室を

持つ官舎はより大規模な官舎であった。これについても

民間の住宅を借り上げた可能性が高いと考えられる。

「東部支庁官舎1,2,11,12,13,エ4号」(図5-

1)は,丙号官舎(表4-1の図面16)を線対称とした

居室配置とほぼ同じである。「建築物ノ時間的直射日光

投入図」(表4-1の図面3など)でも用いられていた

ことを考えると,この丙号官舎に類する官舎が数多く建

てられていた可能性が高いと考えられる。

「東部支庁官舎15号」(図5-1)は,これまでに図

面が確認できている他の官舎とは異なり,全ての部屋に

廊下などから直接アクセスできる居室配置にはなってい

ない。借り上げ官舎か,日本が統治を始めた比較的初期

の頃に建てられた可能性も考えられる。

「東部支庁巡査派出所」は,戦争末期に臨時に設けら

れたものと考えられる。南洋群島の場合,支庁が置かれ

ている市街地では,支庁舎内に警務係が置かれて派出所

が設けられないこと,事実上の標準型である乙号巡査駐

在所(表4-1の図面11)(21.75坪)に比べても建坪

数が非常に小さい(8.82坪)こと,による。

5.3南洋拓殖株式会社夏島事業所社有舎宅設計図

「南洋拓殖株式会社夏島事業所社有舎宅設計図」一

式には,表紙1枚,一覧表1枚,図面など6枚が含まれ

ている(図5-1中の表を参照)。

これまでに南洋拓殖株式会社(以下,「南拓」と称す

る)に関連する建築物に関するまとまった図面はほとん

ど発見できておらず注6),これらの図面一式は,トラソ

ク諸島において南拓が展開した事業の詳細を知る上でも

重要な資料である。

南拓は,南洋群島と外南洋の一部を主な対象として,

「燐鉱採掘事業,水産業,海運業其の他各種事業の経営

に当ると共に資金供給の方法に依り拓殖事業の発展に寄

与する」ために,昭和11(1936)年に設立された国策

会社である注7)。本店をパラオ・コロールに,支店を東

京におき,南洋群島内と外南洋にあわせて10個所以上

の事業所や出張所を設置し,20社以上の関係会社を設

立した。しかし,終戦に伴い,閉鎖機関に指定され,昭

和25(1950)年に解体された。

南拓トラック事業所は,海軍への野菜供給を主な目的

として,昭和16(1941)年に開設され,同時に夏島農

場を開いた。さらに,昭和17(1942)年,春島に第一

農場と第二農場が開かれた。また,昭和18(1943)年

8月には,軍の増産要請によって水曜島と火曜島に農場

の開設協力を行った。

農場の「舎宅」(社宅)などであるので,市街地に建

てられた社宅と比較するのは問題があろうが,炊事場や

便所などを持たない舎宅も多い(図5-1)。簡易な図

面であるため省略された可能性もあるが,いずれにして

も良好な環境であるとは言い難いと言えよう。その中で

も,職階に応じて差別化が図られていた(図5-1)の

は,内地はじめ他の官舎や社宅の場合と同様である。

5.4その他の建築物の図面類

「その他の建築物の図面類」には,図面など7枚が含

まれている(図5-1中の表を参照)。

「第一行政庁及市民建造物」の中に,個人の住宅や

比較的小規模な工場の図面が含まれている理由は定かで

はない。この中に挙げられている建築物以外にも戦後に

なってから残存していた建築物が確認されている注8)の

で,空襲によって焼失せず残存した建築物の全てを調査

し,記録したとも考えられない。

月曜島公学校は昭和5(1930)年4月に開設され,同

年11月に新しい校舎が竣工した8>。官舎(図5--1)に

っいても,校舎の竣工と同時に竣工したと考えられる。

この官舎の図面は,「東部支庁官舎3.4.5号」の図

面と全く同じものである。

「木曜島巡査派出所」(図5-1)の設置時期にっい

ては,現在のところ不明であるが,少なくとも昭和11
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(1936)年版の『南洋群島警察概要』(南洋庁,南洋庁,

1936.11)には掲載されていないため,それ以降に設置

されたと考えられる。南洋庁の巡査駐在所の事実上の標

準であった乙号型(表4-1の図面11)よりも部屋数は

多いものの,建坪数は少ない。また,居室配置も異なっ

ており,標準設計には従っているわけではないと考えら

れる。トラック諸島の中でも人口が少なく,離島とも言

える木曜島に建設されたので,標準設計よりも規模を縮

小した可能性,もしくは比較的遅い時期に建設された場

合は資材の確保が難しかった可能性が考えられる。

6.官舎・社宅もしくはその遺構の残存状況注9)

サイパン島チャランカノア地区には,南興サイパン製

糖工場が置かれ,南洋群島の産業の中心地であった。こ

の地区に残存している社宅もしくはその遺構には,常務

社宅(RC造)1棟,高級社員用社宅応接室(RC造)2

棟,二戸建社宅(RC造)10棟程度,四戸建社宅(RC

造)2棟程度,共同便所(RC造)4棟などがある(図6

-1)。二戸建社宅と四戸建社宅の中には改築されて現

在も使用されているものもあり,最終的な棟数の確認は

難iしい。常務社宅は大正14(1925)年から昭和7

(1932)年までの間に建設されたと考えられ,その他の

社宅も同時期に建設された可能性が高い。また,教員官

舎(木造)2棟も残存している。

テニアン島サンホセ地区には,南興テニアン製糖工場

が置かれていた。この地区には,製糖所長社宅もしくは

高級社員用社宅の応接室(RC造)6棟の遺構が残存し

ている(図6-一一1)。これらの社宅は,工場が操業を開

始した昭和5(1930)年頃以降に建設されたと考えられ

る。また,南洋庁の官舎も1棟残存している。

パラオのコロール地区には,南洋庁が置かれ,南洋群

島の政治の中心であった。この地区には,「夕日ヶ丘」

や「旭ヶ丘」における複数の官舎の遺構,熱帯産業研究

所の複数の官舎の遺構などが残存している。また,アラ

バケツ(地名)に残っている南拓の社宅(推定)の遺構

や大日本航空の社宅(推定)の遺構なども残存している。

ヤップ本島コロニヤ地区には,南洋庁のヤップ支庁が

置かれていた。この地区に残存している官舎もしくはそ

の遺構には,一戸建官舎(RC造)2棟以上,二戸建官

舎(RC造)2棟以上などがある。これらの官舎は,大

正14(1925)年にヤップが台風の被害を受けた後,大

正15(1926)年から昭和3(1928)年までの間に建て

られたと考えられる。また,同島マキ集落には,マキ公

学校の校長官舎と教員官舎の基礎部分が残存しており,

ガチャパル集落には巡査駐在所の基礎部分が残存してい

る。この巡査所の基礎部分は,乙号巡査駐在所(表4-

1の図面11)の図面を線対称に変更したものであり,昭

和14(1939)年以降に建設されたと考えられる。

7.南洋群島における官舎・社宅の特質

7.1南洋群島における官舎の特質

日本統治時代には,4.-6.で述べた官舎以外にも数多

くの官舎が建設,もしくは借り上げされたと考えられる。

第二次世界大戦の激戦地であったため,南洋群島におけ

る官舎に関する資料は限られており,その全体像を明ら

かにすることは難しい。ここでは,3.1で整理した既往

の研究と判明している限りの南洋群島における官舎に関

する情報を比較し,その特質を考察することとする。な

お,前述のように,親任官や勅任官クラスの官舎は除く。

まず,3.1で整理した既往研究を見る限り,戦前期に

RC造の官舎を建設した事例はなく,ヤップ・コロニア

におけるRC造官舎(図6-1)は,管見の限り,日本の

影響下にあった地域での,最も早い時期のRC造官舎で

あると考えられる。南洋群島の場合,セメントは全て内

地からの移入であり,輸送費がかさむために,内地に比

べてかなり高い価格である9)ことを考えれば,当時の

ヤップ・コロニアには,「一大RC造官舎街」が出現し

たと言っても過言ではなく,極めて特異な事例であると

考えられる。したがって,この官舎群は,非常に貴重な

歴史的建造物群であるとも言え,保存体制の構築などの

対策が必要であろう。なお,これらのRC造官舎は,表

4-1の中の官舎と居室構成が全く異なっていた。

ところで,表4-1の中の官舎と巡査駐在所の建坪数

と居室構成は,表7-1のようになっている。これまで

の調査で,使用した官吏の職階がわかっている官舎は,

ヤップ・マキ公学校の校長官舎(図6-1,建坪19坪)

のみである。この官舎が建てられた昭和2年当時,マキ

公学校の校長は判任官五級棒であった1°)。南洋群島の

場合,公学校や小学校の校長は,全て判任官(一部奏任

官待遇含む)であり,その級棒はおおよそ四級から七級

で,特に五または六級であることが多かった10)。また,

南洋群島における奏任官は,南洋庁本庁の部課長,各支

庁長もしくはそのほかの各機関の所長クラスの官吏であ

った。各支庁長には支庁長官舎があり,各機関の所長に

も所長官舎があることが多く,少なくともその一部は甲

号官舎より規模が格段に大きいものであったことが,当

時の写真集などから判明している。これらのことから,

表7-1のうち,甲号官舎は奏任官の一部や判任官の上

位,乙号官舎は判任官の中位,丙号官舎は判任官の下位

もしくはそれ以下,の官吏が対象であったと考えられる。

また,当時の公学校の訓導(教員)であった田中は自叙

伝的小説の中で,「支庁が用意してくれた官舎は,サイ

パン病院の附近で六・六・四半の一般的規格の判任官舎

であった。」11)と述べており,これは乙一号官舎のう

ちの8畳の部屋が6畳になったものと考えられる。

このような職階と官舎の対応は,他の省庁などの基準

と比較的一致している。全ての事例を確認できるわけで
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表『南洋庁東部支庁関係書類』に含まれる官舎・社宅などの図面一覧

   頁資料の名称同一資料に含まれる図面

   4夏島建物配置図(地図)注)4頁い25頁:「トラック諸島夏島における建築物の図面頚」27頁一41頁;「南洋拓殖株式会社夏塵事案所社有舎宅設計図」43頁一53頁:「その他の建藁物の図面類」   5東部支庁官舎3,4、5号

   7東部支庁蜜舎6,7号

   9東部支庁官書8号

   11東部支庁官舎9号

   13東部支庁官舎10暑

   15東部支庁官舎1,2,11,12、13,14号

   17東部支庁官舎掲号

   19東部支庁巡査派出所

   21夏島公学校

   23株式会社台湾銀行トラック出張所

   25南洋興発株式会社トラック営粟所

   27表紙

   29社有舎宅一覧表

   31夏島農場配置図/春墨第一農場配置図

   33夏島農場建物平面図麗鼠家族持舎宅事務所社鼠舎宅農具庫

   35夏轟農場建物平面図酒保愈庫独身宿舎支那人宿舎農夫宿舎

   37春島第一農場建物平面図事務所鰍曼宿舎職風宿舎愈庫農夫宿舎

   39春島第二農場建物平面図(配置図)事務所職鼠宿舎

   41水曜昼農場平面図(配置図)職艮宿舎職艮宿舎

   43家屋所在地範囲図(広戸静吉)

   44家屋平面図(広戸静吉)夏29夏30夏31夏32

   45脇石鹸工場(平面図)位置図

   47脇製油工場平面図

   49月島公学校(配置図)

   51月曜島公学校官舎(配置図)位置略図

   53東部支庁官舎木曜島巡査派出所(配置図)位置略図

図5-1 『南洋庁東部支庁関係書類』に含まれる官舎・社宅の図面(一部)
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図6-1旧南洋群島に残存する官舎・社宅もしくはその遺構
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はないが,例えば,表7-2に台湾総督府における「判

任官以下官舎設計標準」(明治38(1905)年)官9),表

7-3に同じく「台湾総督府官舎建築標準」(大正11

(1922)年)官9),表7-4に陸軍省の「官舎基準の

件」(大正9(1920)年)'917),表7-5に朝鮮の鉄道

官舎の事例官5)・官6)を示す。表7-2では,「甲種」の

坪数と居室構成とは一致していないものの他は良く対応

していると言える。ただし,「乙種」の居室構成では,

南洋群島の乙二号官舎の方が一部屋少ない。表7-3で

は,南洋群島の甲号官舎が「高等官官舎四種」と「判任

官官舎甲種」の中間に位置づけられると考えれば,良く

対応していると言える。表7-4では,南洋群島の甲号

官舎,乙号官舎ならびに丙号官舎が,それぞれ「奏任官

官舎四等」,「判任官官舎一等」ならびに「判任官官舎

二等」に対応すると考えれば,良く対応していると言え

る。しかし,居室構成では,どの場合でも南洋群島の官

舎の方が一部屋少ないか,より小さい部屋が見られる。

最後に,表7-5では,南洋群島の甲号官舎,乙号官舎

ならびに丙号官舎が,それぞれ「5等」,「6等」,

「7等」に対応すると考えれば,良く対応していると言

える。しかし,この場合でも,居室構成では,南洋群島

の官舎の方が一部屋少ないか,より小さい部屋になって

いる。他の省庁の官舎基準と建坪では対応しているにも

かかわらず,居室構1成が異なっているのは,南洋群島の

官舎では,大きなベランダが取られているためであると

考えられる。すなわち,ベランダを設けるために,居室

を一部屋減らす必要があったと考えられる。ベランダの

設置は,南洋群島における熱帯性の気候に対応するため

には必要不可欠な工夫であったと言えよう。

また,既往研究に見られる官舎の屋根は,ほとんどの

場合が瓦葺きであるが,5.で述べた図面中の官舎は全て

亜鉛鉄板葺きと資料中に記されているように,南洋群島

では亜鉛鉄板葺できあることが多かったと考えられる。

これは,南洋群島では,水道の設備に乏しく,天水を貯

めて使用する必要があったためである注lo)。

官舎の建設に際して,ベランダや亜鉛鉄板葺きの屋根,

また前述の「建築物ノ時間的直射日光投入図」(表4-一一一

1の図面3など)などのように南洋群島独特の気候に対

する工夫が多数見られる点は興味深い。野口正章の小説

「外地」では,「場所と麺建エ方とがよかったせいも

あるけど,大概何時も海軟風が吹いているので,内地で

想像していたよりも遙かに涼しかったことは意外であり,

また大いに助かったことでもあった。」12)と述べられ

(下線は筆者),それらの工夫がある程度効果を上げて

いたことがうかがえる。

最後に,これらの他に南洋群島の官舎独特の使い方と

して,空いている官舎もしくは留守にしている官舎を他

の官吏が一時的に利用していたことが挙げられる。前述

の「外地」では,主人公がパラオに到着した当初は,住

人が長期出張のために留守にしている官舎に住んだこと

になっている12)。また,南洋庁の国語教科書編集書記

として南洋群島に赴任した小説家の中島敦が家族に送っ

た書簡を集めた「南洋通信」の中でも,群島内での出張

中に度々空いていた官舎を利用した旨の記述がある13>。

さらに,今西錦司らがポナペに滞在して調査を行った際

には,熱帯産業研究所ポナペ支所の所長が自らの官舎を

明け渡し,今西らが暫く使用したことさえあった1't)。

南洋群島内にはパラオの南洋ホテル以外にはホテルはな

かったものの,各地に旅館があったことは各種の写真集

で確認できている。しかし,いずれも小規模な旅館であ

り,部屋数も限られていたために,旅行者が群島各地の

官舎や倶楽部(南洋庁の昌南倶楽部や南興の倶楽部など

のように,官吏や社員の慰安のための集会所のような施

設)などを利用していたと考えられる。このような官舎

の使い方は,3.1で整理した既往研究では確認できず注

m,南洋群島独自の使い方であったと推測できる。

表7-1官舎と巡査駐在所の建坪,居室構成,対象
    種類建土平居室書薄成対象

    官舎甲号型313応接室8,居間8,茶の間6,女中室45,台所(45),浴室(3.2),便所〔13),ベランダ(75)饗任官の一部や判任官の上位
    官舎乙一号型2138,645,台所(45),浴室(23),便所(17),ベランダ(8)判任官の中位
    官舎乙二号型1838,6,台所(45),浴室(23)便所(17〕,ベランダ(8)
    官舎丙号型16居間6,居閻6台所(35),浴室(23),便所G7),ベランダ(7)判任官の下位もしくはそれ以下
    巡査駐在所甲号型2625事務室qO),居間8,次の悶6客間6,台所(35),浴室(2),便所(15),ベランダ(9)冊
    巡査駐在所乙号型2175事務室(10),居間8,次の間6,台所(35),浴室(2),便所(15)ベランダ(6)一
    巡警宿舎66,台所(2),便所(1)一

表7-2「判任官以下官舎設計標準」(台湾総督府)官9)
    判任官官舎使用者坪数居室構成

    甲種独立官衙の長など238,8,6,台所2,浴室,炊串場,便所ほか

    乙種五級榛以上など188,45,45,炊事場,便所ほか

    丙種六級棒以下136,45,炊事場,{更所ほか

    丁種一号支庁勤務の讐部補など1156,45,炊事場,便所ほか

    丁種二号巡査など10257,3,炊事場,便所ほか

表7-3「台湾総督府官舎建築標準」官9)
     使用者形態坪数

     高等官一種総督など一戸建て1GO坪以内     二種三等など55坪以内

     三種四等以下など46坪以内

     四種六等以下など33坪以内

     判任官甲種二級棒以上など二戸建て25坪以内     乙種五級棒以上など20坪以内

     丙種六級棒以下など15坪以内

     丁種巡査など12坪以内

表7-4「官舎基準の件」(陸軍省)官17)
    延坪居室構成

    葵任一等55108x2,6x3,女中室,台所,浴室,便所x2ほか    二等458x2,6x3,45x2,女中室,台所,浴室,便所x2ほか

    三等388x26x2,45x2,女中室,台所浴室,便所x2ほか

    四等308,6x2,45,女中室,台所,浴室,便所x2ほか

    五等268,6x2,45,台所,浴室,便所ほか

    判任一等228,6x2,台所,浴室,便所ほか    二等186x2,45,台所,浴蜜,便所ほか

7.2南洋群島における社宅の特質

官舎の場合と同様に考え,ここでは,3.2で整理した

既往の研究と判明している限りの南洋群島における社宅
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表7-5朝鮮の鉄道官舎の事例官5)'官6)
     等級居住者建坪居室構成

     3等勅任79一

     3等奏任57旧

     4等奏任(周長)45F

     5等奏任(課長,駅長)348,8,8,45,台,便,浴
     6等判任(係長,駅長,所長)25/21(258)8,8,6,3,台,便,浴

     7等判任/隈員(主任,小駅長,所長)20(22.6)8,6、45,台,便,浴

     雇員/雇人(主任,助役)166,6,45,台,便,(浴)
     8等履員/贋人(係員)冒,5(13.7)6,6,台,便,(浴)

建坪の0は三浪灘の鉄道官魯の値

に関する情報を比較し,その特質を考察することとする。

まず,戦前期に,RC造の社宅を建設した事例は極め

て少ない。3.2で整理した既往研究では,三菱炭鉱端島

鉱業所(いわゆる「軍艦島」)の大正5(1916)年の

RC造アパート仕5),北海道炭鉱汽船の大正5(1916)年

の十戸建のRC造を併用した住宅祉12),朝鮮銀行の大正

10(1921)年の京城三坂通り社宅祉2),北海道炭鉱汽船

夕張炭鉱の昭和2(1927)年の鉄網コンクリート造の二

階建十戸建社宅仕12),樺太工業恵須取工場の昭和4

(1929)年のRC造2階建てアパート社1)のみである。

前述のように,セメントの価格が内地に比べてかなり

高いことを考えれば,サイパン・チャランカノア地区に

おける南興のRC造の社宅(図6-1)は極めて特異な事

例であると言えよう。また,社宅そのものだけではなく,

共同便所さえもRC造であったが,これは日本の影響下

にあった地域で最も早い時期の事例と考えられる。

前述の樺汰・恵須取と北海道・夕張の事例では,大規

模な火災が起こった後の防火対策と言う背景があったが,

管見の限り,チャランカノアではそのような背景はない。

ただし,関東大震災で東京に出荷していた砂糖を焼失し

た出来事があり5),そのため防火対策を施した可能性

はある。その他には,6.で述べたヤップの台風の被害を

受けて建設されたRC造官舎の影響を受けた可能性や白

蟻対策などの理由も考えられる。テニアンやロタでは,

基本的には木造社宅であったと推測されることから,南

興の基幹工場としてのサイパン工場を取り巻く社宅であ

ったために,他地区との差別化を考えた可能性もある。

しかし,これらに関する証言や記述はこれまで把握して

おらず,今後の課題である。いずれにしても,壁式とは

いえ戦前期のRC造社宅の遺構が十数棟単位で残存して

いるのは,非常に貴重な産業遺産でもあると考えられ,

保存などに向けて何らかの対策が必要である。

また,甲号社宅(表4--1の図面17)では,応接室の

みを独立させ,玄関とともに,この部分のみがRC造で

あった。テニアンには,これらの部分のみが6棟残存し

ており,サイパンにも2棟残存している。3.2で整理し

た既往研究では,このような構造の社宅はほとんど見ら

れず,南洋群島独特の構造であった可能性が高いと考え

られる。その理由として,応接室の風通しを良くするた

めに前方に張り出して三方に開口部を設けたが,その一

方で直射日光に曝されることになるためにRC造とする

ことで断熱性を高めようとしたとも推測できるが,詳細

は現在のところ不明である。なお,応接室を独立させた

事例は細倉鉱山町の社宅でも見られたが,こちらは全面

ガラス張りであったit21)。

さらに,南興と南拓の社宅の図面(図4-1,図5-1,

図6-1)では,現業員向けの社宅にさえ「ベランダ

ー」が設けられていた。樺太・富士製糸・知取工場の社

宅では,「「ベランダー」が確認でき,洋風生活の導入

とも考えられるが,建設戸数から判断して一般的ではな

かったと判断される。」社1)と述べられているが,南洋

群島では,「ベランダー」の設置は非常に一般的なこと

であったと考えられる。これは,官舎の場合と同様に,

南洋の熱帯性の気候が関連しており,直射日光を避け,

風通しが良い空間を確保したいためであったと考えられ

る。そのため,3.2で整理した既往の研究に見られる他

の社宅と同程度の建坪を持つ社宅であっても,南興と南

拓の社宅の場合では,概ね一部屋ずつ少なくなっていた。

最後に,同じく官舎の場合と同様に,3.2で整理した

既往の研究に見られる社宅では,北海道を除いて,屋根

は瓦葺きであることが多いが,南洋群島ではほとんど全

ての場合で亜鉛鉄板葺きであった。また,台湾でも一部

に床下が高い社宅が見られた社4)が,南洋群島の場合は,

ほとんど全ての場合で高床であった。さらに,確認でき

た図面(表4-1の図面ユ7--22)では,全ての場合で小

屋裏換気口を設けており,「ベランダー」と共に,社宅

の建設の際に,熱帯性の気候への配慮が伺える。

8.まとめ

本稿では,戦前期の南洋群島において,日本人が建設

した官舎と社宅の実態を明らかにし,同時代の旧植民地

諸地域を含む日本国内の官舎や社宅と比較することによ

ってその特質を考察した。その結果,南洋群島の官舎や

社宅には,他の植民地諸地域を含む日本国内の官舎や社

宅には見ることのできない幾つかの特質,特に熱帯性の

気候への対応に関する工夫を指摘することができた。

戦後60年以上が経った今,残存している当時の官舎

や社宅の老朽化が進み,次々に取り壊されていく可能性

が高い。また,資料の散逸も時間が経っほどに大きくな

る。これらの建築物は,早急にかっできるかぎり正確に

記録にとどめ,保存すべきものはその方策を考える必要

があると考えられる。本稿がその一助を担うことができ

れば望外の喜びである。
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専務理事中島洋先生,上澤祥昭氏,山下三長氏,片山節義氏,
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歴史保存局副歴史保存官(当時)LonBulgrin氏,同歴史官
GenevieveS.Cabrera氏,同テニアン駐在CarmenA.Sanchez氏,
同ロタ駐在EloyM.Ayuyu氏,ならびにスタッフの皆様と快く
実測調査をお許し頂きました関係者の皆様。オーシャニック・
ワイルドライフ・ソサエティ副会長倉田洋二先生,在パラオ
日本大使館専門調査員(当時)小川和美氏,同(当時)三田
貴氏はじめ在パラオの関係者の皆様。ヤップ高校大橋旦先生。
アメリカ議会図書館ThaddeusYonejiOhta氏。ハワイ大学ハミ
ルトン図書館KarenPeacock博士,LynetteFuruhashi氏,
TokikoYamamotoBazzel1氏。その他の関係者の皆様。

<注>

1)戦前期には,狭義の官吏は,高等官と判任官に分かれ
た。高等官は,さらに勅任官と奏任官に分かれ,勅任
官のうちの一部はさらに親任官とされた。すなわち,
職階が上位の者から次のように分けられた。親任官,
勅任官(高等官一等と二等),奏任官(高等官三等一
九等),判任官一等一一四等,である且5)。

2)例え,南洋群島における社宅の図面であるとしても,
群島内でも規模の大きな企業であった南洋貿易や南洋
拓殖の社宅の図面であった可能性も考えられる。しか
し,南洋貿易では,社員,現業員ならびに人夫と言う
職階は考えにくい。また,注4)のハワイ大学ハミル
トン図書館所蔵のマイクロフィルム中の南洋拓殖ポナ
ペ事業所の主任書記舎宅や書記舎宅の図面とは全く異
なっている。これらの企業以外の群島内の企業はいず
れも小規模な企業であり,甲号社宅のような規模の社
宅を建設できたとは考えにくく,表4-1の図面17は
南洋興発の社宅と考えても間違いないであろう。

3)これらの図面の存在は,琉球大学法文学部助教授宮
内久光先生にご教示頂いた。記して謝意を表したい。

4)アジア太平洋資料室所蔵の図面とアメリカ合衆国議会
図書館所蔵の図面以外に,南洋群島に関する建築物に
関するまとまった図面としては,ハワイ大学ハミルト
ン図書館のTrustTerritoryofthePacificIslandsArchives
に所蔵されている2000巻以上のマイクロフィルムの
中に含まれている図面がある。これらの図面の状態は
非常に悪く,読み取れないものも多い。存在が確認で
きた次のような図面も現在のところ細部を読み取るこ
とができず,内容の検討については,今後の課題とし
たい。なお,マイクロフィルム全体の全容も未だ明ら
かにできておらず,図面の読み取り方法の考案も含め
てこれらの詳細な検討は今後の課題である。
・南洋興発ポナペ酒精工場に関連する施設の図面
・南洋電気,太洋商店もしくは開栄社に関連する図面
・南洋拓殖ポナペ事業所の社宅などの図面
・南興水産(ポナペ支庁管内)の社宅などの図
・南洋パルプの社宅などの図面など

5)なお,6.で述べる官舎や社宅は,無筋コンクリート造
ではなく,鉄筋コンクリート造である。

6)注4)のハワイ大学所蔵の資料にも,南拓の図面は含
まれているが,その全容は未だ明らかにできていない。

7)南拓については,文献16)に詳しい。
8)トラック諸島春島で,2001年7月に,日本統治時代の

建築物が残存していたことが確認できている。また,
幾つかの写真集で,夏島のトラック医院の遺構などが
戦後も残存していたことが確認できている。

9)官舎・社宅もしくはそれらの遺構の残存状況の概要と
地図は文献17)-20)などを参照。ただし,その後,
特に北マリアナ諸島とパラオ共和国では調査が進み,
文献中の地図は改訂が必要であるが,今回は,紙幅の
関係で割愛せざるを得なかった。今後,他の機会に発
表したい。

10)官舎についてではないものの,「サイパンは,水源地

が少なく,井戸を掘っても良質の水が出ない。雨季に
降る雨をタンクに蓄えて乾燥期に備えなければならな
い。このトタン屋根は重要な役割を果たしていたので

ある。」との指摘2Dがある。
11)官舎ではないが,住友山田団地の社宅のうち,「外人

住宅」は外国人用の「臨時宿泊施設として機能して
い」たとの指摘があるi±L8)。
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察一三`良津鉄道官舎の形成と空間変容を中心として一日本建築学会大会(関東)学術講債
梗概集E-2pp139-llO日本建築学会,20069

官7)カSLvt:,内藤和彦岩田昔各務育子韓国ノウル市内の元日本軍軍人官舎の現況日本
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[/卜建築学会大会(北海道)学術講演梗概集,rpp723-724日本建築学会19S68

社H)駒n(・E正北海道における炭鉱住宅の研究(6)一三井砂川鉱,従業員社宅について一
日本建築学会北海道支都研究報告集計画系No60pp22t-22・L,日本建染学会北海道
支音r19873

祉皇2)駒木尼止北海道における炭鉱住壱の研究(7)一北炭鉱夫N宅の変遷にっいて一日
本建築芋会北海道支部研究報告集計画平,Nり61pp237-240日本建築弓'会北海道支
、吊19883

iir3)駒木定正北侮道における族鉱住宅の研究(8)-f鉱夫循舎の建築に開ナる調査報告」
(昭和b年)について一「}本建築学会北海逆支部研究報告#,Noblpp145-tl8日
本建築学会北海道支部19913

祉11)恒岡律子越野武角幸博石本正明池L霞康北海道における戦前期企業住宅地の史
的研究日本建築'∫会北海道支部研究報偽集No72pp519-552H本建築学会北海道
支苦{;19993

制15)内lll勝人1t'製llEr'1小牧工場建設にあたっての社毛屯気福祉施設にっいぐの拷察
(つ北海道経済33173Pp6-15」L晦遁僅済研先所199310

tllh)牧野宍史角・卜博石本正明池LLTCfit北海道窒知地方における住友系炭鉱住宅街につ
いてi」本建築学会北海道文部研究報告集lo78pp489-192口本建築ゲ会北海道支

郁20057

社t7)小菅花野羽深久夫昭和期の阿館における『函館ドノク株式会社外人癖用住毛』の建築
費耕日本建築学会北海道支部研究報告∫kNo74pp333-336日本建築学会北海道支
部200t6

社18)池卜重康越野武角幸醇石本止明石垣佳政蘭西お/ぴ港南地区の社宅街にっいて一
室蘭市における住宅地形成一日本建築学会北海道支部研究報告集No71pp56t-561
日本建築学会北海道支部19983

祐1g)角哲角幸博池上弧康新目本製鐵(株〕釜石製鐵所の仕宅街について一小佐野社宅
(1936--37)小田社宅(1910-II)一日本建築学会計画系論文蒙,第557号pp39t
-325日本建築学会20027

社20)崎山俊雄,飯淵曜一一永井康椎安達盛彦小坂鉱山の社宅について一鉱山町小坂の都市形
成に閉する建築史的研究一日本建築学会大会(関東)学術講偵硬概集F-2pp397-398
日本建築学会20069

社21)二瓶洋幸飯淵康一永"康推安達盛彦繭山俊雄細倉鉱山町の変遷と社での供給方
式にっいて日本建築',会東北支部研究報告集計画系No68pp21t-216日本建築
学会東北支部20056

社22)中野茂夫小山雄資不破正仁中島伸市原拓神田伸正腎徹日立製作所日立tfme
所会瀬社tの建設過程と平面構成口本建築学会大会(関東)学術講庚梗概集卜一2
pp395-396日本建築学会20069

祉23)山田智子旧郡是製糸株式会社東社宅西峯」宅におサる平面構成の変遷q917年一L95t年〉
京都文教短期大学研究紀要第41無pp8・1-・93,京都文教短期大学2002

社L4)山田智子大場修旧郡是製糸株式会仕本仕及ひ本工場の社宅について一近代製糸産業の形
成過程に関する建築史的研究その4一日本せ築学会大会(北陸)学術講演梗概集F-2,
pp309-310,日本建築学会20028

社25)山田智子,人場修旧郡是製糸株式会社における分工場の配跨計画と社宅にっいて一近代製
糸産業の形成過穆に関する建築史的研究その5一日本建築学会大会〔北海道)学術講演
梗概葉「-2pp355-356,日本建築学会20018

社2b)山田智了大場修郡是製糸蛛式会社における女子寮舎の建築構成とキリスト教教育一一近代
製糸産業の形成過程に関する建築史的研究その6一日本建築学会大会(近畿)学術講演
梗概集F-2pp267-268日本建築学会20059

 社27)丸山信彦藤谷鴎悦ε積ヶ淵紡績兵庫工場の福利厚生に関する一考察日本建築弓会大
 会(束北)学ρlr講演梗概集F-2pp93-9'1日本建築学会20009

社28)砂本文彦鷲尾勘解治と新居浜住友山田団地にっいて日本建築学会計画系論又集第
5tg号pp271-278日本建築学会19995

社29)角哲角幸博,池ヒ重康三菱マテリアル株式会社直島製錬所社宅街について日本建築
学会大会(東海)ヴ術講演梗概集F-2pp597-598日本建築学会20039

社30)丸Ltt信彦,小林明徳藤谷陽悦倉敷紡績倉敷事務所に所蔵されていた図面について
日本建築tF会大会(関東)学術講演梗概集F-2pp265-266日本建築学会20019

社31)小林明徳丸山信彦藤谷陽悦倉敷紡績南町社宅の実測調査報告日本建築学会大会
(関東)学術講演梗概集F-2pp2b7-268日本建築学会20019

社32)本田昭四山下良二「坑夫オ内崖」から「鑛夫社毛」への発展過程について炭鉱住毛計
画に関する史的研究(1),日本建築学会計画系論文報告集第375号pp76-87日本
建築学会19875

社33)本田昭四山下良二戦時・戦後(1930-1950年代)に供給された炭鉱住宅の平面形式の
変遷にっいて一扶鉱住宅計画に関する史的研究(2>一日本建築学会計画系論文報告集
第375号pp76-87,日本建築学会19875

社34)宮里義文青木正夫竹下揮和磯谷道義友清貴和中園真人,宮崎信行岡俊;丁秋
元一一秀,川崎九敏川島`告専,長嶋洋子中流住宅の平面構成に関うる研究第且1報北
入り系平面事例による発展過程の夫証的研究一その2社宅系三Ji鉱山日本建築学会大
会(4L陸)学術講阪梗概集計画系pp110L-1102,日本建築学会旦9839

社35)川島告孝ぢ木丁夫,竹下輝和磯谷道義友清貴和宮里義文中園真人,宮睡信行
岡俊江秋元一芥,川崎光敏長醜洋子中流住宅の平面構成に関する研究第15報北
入り系平面事例による発展過程の実証的研究一その3社宅弄明治鉱業,古河鉱業,日本
建築学会大会(北陸)学術講庚梗概集計画系pp1103一且EO4,日本廼築学会19839

社36)安武敦子菊地成朋尻鉱企業の鉱員住毛運営と住戸計画に関する研究一筑豊山田の3炭鉱
の分析を通じて一日本建築学会計画系論文集第5tg号ppto9-114,日本建築学会
19995

社37)安武敦子菊地威朋田川市における炭鉱住宅の変遷に関する研究日本建築学会大会
(東海)学術講演梗概集[,pp209-210日本建築学会19949

社38)安武敦了菊地成朋柴田建炭鉱労働者の住空間獲得過程筑豊の炭鉱住宅に関する生
活史的研究その1口本建築学会)L川支部研究報告第35号3〔計画系〕pp10i-
to・t日本建築学会九川支部19953

社39)柴田建安武敦子菊地成朋炭鉱住宅における共用空闘の変容筑豊の炭鉱住宅に関ナ
る生活史的研究その2日本建築午会九川支部研究報告第35号3〔計画系〕

pp105-108日本建築学会九川支部L9953
社10)安武敦子菊地成朋柴田建炭鉱住宅における住空聞の変容筑豊の炭鉱住宅に関する

生活史的研究その1日本建築学会人会(北海道)学砺講債梗概集[-2pp1・lj-t4・1
日本建築学会且9958

社41)柴田建安武敦子菊地成朋炭鉱住宅における路地空間の変各筑豊の炭鉱住宅に関す
る生活史的研究その2日本建築学会大会(北海道)学術講演梗概集E-2,ppl45-
146口本建築学会19958

社42)柴田建菊地成朋閉山後の炭鉱住宅街の賂地空間とコミュニティの変容筑豊の炭鉱住
宅に関する生活史的研究その3日本建築学会大会(近畿)学術講演梗概集E-2

pp345-31b日本建築学会19969
社43)安武敦イ菊地成朋炭鉱集海における住宅地の形成筑豊の炭鉱住宅に関する生活史的

研究その4,日本建築学会大会(関東)学術講演梗概集[-2pptg5-196日本建築
 'γ会19979

工業高等専門学校紀要
社47)松岡向弘川上秀人,藤田智子

支部研究報告第41号
社48)藤田智子松岡高弘

日本建築学会九川支部研究報告,第・IO号
川i支部,20013

社49)日隈康喜,松岡高弘川上秀人三井三池鉱業所の旧住宅にっいて日本建築学会九川支
部研究報告第36号3[計画系〕pp4且7-II8日本建築学会九川支部【9973

社50>長川良宣児E大典旧三菱方城族坑に関連する建築物その1一都市形成と建物の残存状
況日本建築学会大会(北陸)学術講演梗概集「一・2pp295-296,日本建築学会
20028

社51>児王大典,長川良亘旧三菱族坑に開煙する建築群についてその2一職負住尼の調査報告
と比較,日本建築学会大会(北陸)学itrEK演梗概集「-2pp297-298日本建築学会
20028

社52)興据通磯田節子原田聡明破田桂史大築島の親方住宅にっいて旧日本セメノト八
代」二場の産業遺産(その3)日本建築学会九川支部研究報告,第1・i号3〔計画茅〕
pp733-736「i本建築学会几川支部20053

社53)磯田節子興侶通原田聡明磯田桂史大築島の仕宅の変遷(昭和14年一昭和33年)
旧日本セメント八代丁場の産業遺産〔その4),日本建築芋会九川支部研究報告第41
号3〔計画弄〕pp737-710日本建築学会九川支部20053

社51)磯田節子興侶通原田聡明,磯田桂史大築島の親方社宅及ひその遺構の変遷にっいて
旧日本セメ/ト八fkL場の雇業遺産(その5)日本建築学会大会(近説)学pir講偵梗概
集卜一一2pp265-266口本{三塾考褻i学会20059

社44)安武敦子菊地成朋炭鉱企業の住宅運譜と住戸プラノニ/グの変遷筑豊の炭鉱住宅に
関する生活史的研究その5日本建築ギ会大会(九JN)学術講演梗概集E-2pp251-
252日本建築学会19989

仕・15)安武敦子,菊地成朋昭和初期における炭鉱企業の住宅運営の実轡筑豊の炭鉱住宅に関
する生活史的研究その6日本建築学会大会(中国)学術講演梗概集F-K,ppt2・t7-
i248,日本建築学会ig999

社46)松岡高弘川上秀人三井鉱山(株)各鉱業所における二階建従業員社宅について,有明
第40号,pp29--46有明工業高等専門学校20041

旧三菱飯塚炭破の職員住宅にっいて口本建築学会九川
3〔計画系〕pp449-452日本建築学会九川支部,2002j

川L秀人住友石炭鑛業株式会社害隈蹟業所の職員住宅について
3[計画系〕pp629-632日本建築学会九

〈研究協力者〉

岩田紘明熊本県立大学環境共生学部4年生(当時)

柏木史成熊本県立大学環境共生学部4年生(当時)
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